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若
竹
綾
子
（
湧
湧
環
境
ク
）

　

�
野
川
枯
渇
の
原
因
は
、
少
雨

や
市
街
化
等
が
考
え
ら
れ
る
が
、

一
層
の
湧
水
涵
養
と
、
枯
渇
を
心

配
す
る
市
民
へ
情
報
発
信
を
。

　

環
境
政
策
課
長　

雨
水
浸
透
ま

す
は
４
万
７
千
基
に
な
り
、
下
流

の
三
鷹
、
調
布
の
湧
水
が
涸
れ
な

く
な
っ
た
。
上
流
他
市
に
地
下
水

涵
養
を
求
め
る
方
法
や
情
報
発
信

方
法
を
都
と
協
議
す
る
。

　

�
市
の
住
基
ネ
ッ
ト
意
識
調
査

で「
疑
問
を
感
じ
た
こ
と
が
あ
る
」

が
７
割
超
。
内　

・
６
％
が
情
報

８９

漏
え
い
を
危
惧
し
た
。「
安
全
性

確
保
な
く
接
続
し
な
い
で
」
な
ど
、

多
く
の
自
由
回
答
も
。
希
望
選
択

制
以
上
を
視
野
に
検
討
委
員
会
設

置
を
。
横
浜
市
の
緊
急
避
難
的
な

段
階
的
参
加
を
倣
え
ば
よ
い
。

　

市
民
部
長　

法
律
遵
守
と
運
用

継
続
の
考
え
に
変
更
は
な
い
。

　

�
教
員
の
異
動
は
子
ど
も
達
に

は
大
き
な
環
境
変
化
。
年
毎
に
異

動
数
に
波
が
出
な
い
よ
う
に
。

　

指
導
室
長　

異
動
対
象
が
８
年

以
上
勤
務
か
ら
６
年
に
要
綱
改
定

さ
れ
た
。
但
し
都
教
委
が
認
め
れ

ば
異
動
対
象
か
ら
外
れ
る
。
先
を

見
通
し
計
画
的
に
行
う
。

　

�
保
育
園
保
護
者
会
案
内
の

「
家
庭
保
育
協
力
依
頼
」は
両
親
一

緒
の
出
席
を
遠
慮
さ
せ
て
し
ま
う
。

　

福
祉
保
健
部
次
長　

保
育
は
可

能
。
誤
解
の
な
い
書
き
方
に
す
る
。

小
山
美
香
（
生
活
者
ネ
ッ
ト
）

　

市
の
雨
水
浸
透
ま
す
の
設
置
率

は
毎
年
２
％
ず
つ
伸
び
て
い
る
が
、

地
下
水
と
湧
水
が
涸
れ
な
い
よ
う

に
す
る
た
め
、
下
水
に
流
れ
る
雨

を
減
ら
し
て
雨
水
の
最
大
限
の
活

用
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
�

市
内
に
年
間
ど
の
位
の
雨
が
降
り
、

そ
の
内
ど
の
位
地
下
浸
透
し
、
ど

の
位
下
水
道
に
流
れ
て
い
る
か
、

市
の
水
収
支
を
つ
く
ら
な
い
か
。

�
中
央
線
が
高
架
化
に
な
っ
た
ら
、

線
路
に
降
る
雨
は
地
下
浸
透
や
貯

留
が
で
き
な
い
か
。
�
野
川
が
枯

渇
し
て
い
る
が
、
雨
が
少
な
い
事

や
雨
水
浸
透
で
き
る
場
所
の
減
少

の
他
に
、
地
下
水
脈
の
分
断
が
原

因
の
一
つ
に
挙
げ
ら
れ
な
い
か
。

�
防
火
水
槽
、
耐
震
性
貯
水
槽
に

雨
水
の
活
用
が
で
き
な
い
か
。

　

都
市
建
設
部
長　

�
ど
の
程
度

の
も
の
が
で
き
る
か
担
当
課
と
調

整
し
て
み
る
。
�
Ｊ
Ｒ
で
も
浸
透

を
基
本
と
し
て
処
理
す
る
と
報
告

を
受
け
て
い
る
。

　

環
境
政
策
課
長　

�
技
術
的
な

内
容
に
な
る
の
で
、
専
門
家
の
会

議
の
中
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

防
災
交
通
課
長　

�
防
火
水
槽

に
雨
水
を
活
用
す
る
の
は
、
構
造

上
難
し
い
。
貯
留
槽
を
災
害
対
策

用
に
活
用
す
る
事
は
有
効
な
方
法

で
あ
り
検
討
し
た
い
。

■
そ
の
他
に
、「
緑
地
の
保
全
を
市

民
の
力
で
」
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

藤
村　

忍
（
生
活
者
ネ
ッ
ト
）

　

市
の
条
例
や
計
画
を
、
市
民
か

ら
の
公
募
委
員
を
入
れ
た
審
議
会

な
ど
を
設
置
し
、
市
民
参
加
で
策

定
す
る
こ
と
が
一
般
的
と
な
っ
て

い
る
。
委
員
を
公
募
す
る
際
、
作

文
に
よ
る
選
考
が
行
わ
れ
て
い
る

が
、
�
ど
う
い
う
基
準
で
選
考
さ

れ
た
の
か
、
市
民
へ
の
説
明
責
任

を
果
た
す
た
め
、
選
考
の
基
と
な

っ
た
公
募
作
文
の
公
表
も
必
要
で

は
な
い
か
。
�
よ
り
公
正
・
公
平

な
選
考
と
、
審
議
す
る
議
題
に
対

す
る
共
有
認
識
を
図
り
、
議
論
を

ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る
た
め
に
、
事

前
に
講
座
を
実
施
し
、
受
講
者
の

中
か
ら
抽
選
で
選
考
す
る
方
法
も

検
討
で
き
な
い
か
。

　

市
長　

�
当
面
、
現
在
の
方
法

で
や
ら
せ
て
も
ら
い
た
い
。
�
現

在
そ
う
い
う
考
え
方
は
、
想
定
し

て
い
な
い
。

■
昨
年
、
都
が
虐
待
防
止
機
能
を

強
化
し
た
先
駆
型
子
ど
も
家
庭
支

援
セ
ン
タ
ー
事
業
を
創
設
し
、
市

で
も
先
駆
型
へ
の
移
行
を
検
討
中

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
子
ど

も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
の
人
員
体

制
や
、
子
育
て
支
援
課
と
の
連

携
・
役
割
分
担
等
に
つ
い
て
質
問

し
た
。
ま
た
、
現
在
策
定
中
の

「
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
に
関
し
て
、

市
民
と
行
政
が
協
働
し
合
意
を
図

り
な
が
ら
策
定
を
進
め
る
た
め
の

体
制
づ
く
り
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

西庁舎前にある雨水浸透ます実験装置

野
川
の
水
涸
れ
問
題

ご
み
ゼ
ロ

燃
や
さ
な
い
ご
み
政
策
を

地
下
水
と
湧
水
を
保
全
し

雨
水
の
活
用
を
進
め
よ

公
平
・
公
正
な
公
募
委
員

の
選
考
方
法
に
つ
い
て

ごみの分別を進めよう

は
１
・
５
倍
の
余
裕
が
あ
る
。
多

摩
地
域
全
体
の
連
携
に
よ
る
焼
却

施
設
の
縮
小
、
脱
焼
却
は
可
能
か
。

　

市
長　

�
脱
焼
却
は
世
界
的
な

流
れ
。
日
本
も
そ
う
い
う
方
向
に

向
か
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　

ご
み
対
策
課
長　

�　

市
中　

２６

１０

位
。
�
現
状
で
は
難
し
い
。
�
基

本
計
画
策
定
の
中
で
議
論
は
し
た

い
。
�
東
京
都
の
強
力
な
指
導
に

よ
る
共
同
処
理
体
制
が
望
ま
し
い
。

■
「
母
子
家
庭
へ
の
自
立
・
就
労

支
援
策
」「
男
女
平
等
な
市
役
所
に

向
け
て
」
も
質
問
し
ま
し
た
。

漢
人
明
子
（
市
民
自
治
）

　

ご
み
の
焼
却
は
限
り
あ
る
資
源

の
浪
費
、
重
金
属
な
ど
有
害
物
質

の
空
中
処
分
で
あ
り
、
世
界
は
脱

焼
却
に
向
か
っ
て
い
る
。
世
界
の

焼
却
炉
の
３
分
の
２
が
集
中
す
る

日
本
は
か
な
り
異
常
だ
。
�
脱
焼

却
の
基
本
的
な
考
え
を
伺
う
。
�

小
金
井
の
資
源
化
率
は
三
多
摩
ト

ッ
プ
と
広
報
し
て
き
た
が
、
中
心

的
な
「
紙
類
繊
維
」
の
資
源
化
率

は
何
位
か
。
�
二
枚
橋
焼
却
場
に

は
「
震
度
５
で
倒
壊
・
崩
壊
す
る

危
険
あ
り
、
耐
震
補
強
不
可
能
」

診
断
が
出
て
い
る
。
職
員
の
人
命

を
重
視
し
、
他
施
設
の
支
援
を
求

め
て
早
急
に
閉
鎖
を
。
�
ご
み
ゼ

ロ
を
目
標
に
し
た
「
ご
み
処
理
基

本
計
画
」
の
策
定
を
。
�
調
査
の

結
果
、
多
摩
地
域
の
焼
却
能
力
に

青
木
ひ
か
る
（
市
民
の
党
）

　

�
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
に

つ
い
て
昨
年
６
月
に
取
り
上
げ
た

が
、
そ
の
後
市
民
起
業
フ
ォ
ー
ラ

ム
に
多
く
の
参
加
者
が
あ
り
、
市

民
の
意
欲
が
証
明
さ
れ
た
。
�
空

き
店
舗
な
ど
を
利
用
し
て
、
場
所

の
提
供
と
家
賃
補
助
な
ど
起
業
の

支
援
を
し
て
は
ど
う
か
。
�
信
用

金
庫
な
ど
か
ら
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
は
じ
め

と
す
る
事
業
者
が
、
融
資
を
受
け

た
場
合
の
利
子
補
給
を
行
っ
て
は

ど
う
か
。

　

市
民
部
長　

�
市
民
起
業
の
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
設
立
に
向
け
た

調
査
事
業
を
始
め
た
と
こ
ろ
な
の

で
、
そ
の
中
で
の
一
つ
の
検
討
課

題
と
と
ら
え
て
い
る
。
�
小
口
事

業
資
金
の
融
資
審
議
会
の
中
で
利

子
補
給
の
準
備
を
進
め
る
方
向
性

が
示
さ
れ
た
の
で
、
協
議
を
進
め

て
い
き
た
い
。

　

�
三
鷹
市
で
は
、
罰
則
付
き
の

条
例
で
乱
開
発
抑
制
を
し
て
い
る
。

武
蔵
小
金
井
駅
南
口
は
、
再
開
発

事
業
の
都
市
計
画
決
定
を
廃
止
し

て
容
積
率
を　

％
程
度
に
設
定
し

３００

な
お
し
た
上
で
、
こ
の
よ
う
な
条

例
を
制
定
し
て
は
ど
う
か
。

　

市
長　

武
蔵
小
金
井
駅
南
口
に

つ
い
て
は
、
面
的
整
備
を
し
て
い

き
た
い
の
で
、
現
在
の
都
市
計
画

決
定
に
従
っ
て
い
き
た
い
。

再
び
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ

ネ
ス
に
つ
い
て
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　市議会では、議員活動の充実を
図るために議員研修会を行ってい
ます。
　今回は、講演会を実施すること
となりました。

講演内容　地方分権時代を迎えての

地方財政について

講　　師　東京大学大学院教授・経

済学部学部長　

　　　　　神野直彦氏

日　　時　平成１６年１１月１５日（月）

　　　　　午後５時３０分～

場　　所　小金井市役所第一会議室

　　　　　（本庁舎３階）　

�市民の方で受講を希望される場
合は、議会事務局にお問い合わせ
ください。
ＴＥＬ（０４２）３８７－９９４７（直通）

������������
����������


